
＜日本籍船の必要規模について＞
現在の物流事情を前提とすれば、我が国において２０００年の時点で最低の生活水準を確保するための輸

送を、例えば日本籍船のみで行うとすれば３００隻程度の船腹量が必要との試算や、国際物流・環境問題へ
の責任においても、日本の企業が運航している日本商船隊約２０００隻のうち、せめて４分の１の５００隻程度
は必要との全日本海員組合の主張もある。

日本籍船の必要規模を明示することは極めて困難である。
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日本籍船・日本人船員の必要規模に係る答申内容
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日本籍船の必要規模の試算の前提条件

平成９年海運造船合理化審議会海運対策部会答申「新たな経済環境に対応した外航海運のあり方」

①最低の生活水準を確保するための輸送を全て日本籍船で行うことを想定
②最低の生活水準については、生活保護世帯の水準で設定
③日本への輸入を対象

①最低の生活水準を確保するための輸送を全て日本籍船で行うことを想定
②最低の生活水準については、生活保護世帯の水準で設定
③日本への輸入を対象

＜日本人船員の必要規模について＞
関係者の意見に隔たりがあり、合意を得るには至っていない（（社）日本船主協会：約２０００人、全日

本海員組合：約６５００人）。
運輸省が１９９５年度央現在の日本人船員の規模・年齢構成等を基準として行った試算では、毎年１００人

ずつ新卒者を採用した場合であっても、２０１０年の日本人船舶職員の規模は１９００人となり、２０００人にも
満たない状況となることが見込まれる。
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資料４



韓国において、コストカットのため便宜置籍船化が進む中、有事に備え、韓国人船員で構
成された韓国商船隊を維持するため、「国家必須国際船舶」を指定。

韓国において、コストカットのため便宜置籍船化が進む中、有事に備え、韓国人船員で構
成された韓国商船隊を維持するため、「国家必須国際船舶」を指定。

・「国際船舶登録法」（1997年制定、2006年施行）に基づき、「国家必須国際船
舶」を指定し、指定された船舶の船員賃金の差額を国が補償する制度。

・指定基準：総トン数2万トン以上の船で、船齢が15年以下の船舶として兵站品、穀物、
原油、液化ガス、石炭又は製鉄原料を輸送する船舶（大韓民国国籍を
持った荷主と長期契約を締結した船舶を優先的に指定）

・2006年には、30隻を指定し、有事の際に必要な船舶数88隻まで段階的に拡大する方
針。
※30隻の内訳：コンテナ船1隻、穀物船1隻、油送船5隻、LPG/LNG船11隻、鉄鉱石船

12隻
※88隻の考え方：有事の際、韓国が輸送しなければならない荷動量は、平和時の年

間輸入物量の33％に当たる1億トンと推測。この量の輸送に必要な
船舶数は88隻。

・国家必須船舶損失補償基準：国際船舶の外国人船員数（8人）と国家必須国際船舶
の外国人船員数（6人）の差となる船員数（2人）の
賃金差額（1800万ウォン（約234万円）/人）を補償。

・予算額：1隻当たり損失補償額 3600万ウォン（＝2人×1800万ウォン）
2006年予算額 10億8000万ウォン（約1億4000万円）

（＝3600万ウォン×30隻）（１ウォン＝0.13円で計算）
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基本的な考え方

概要
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貨物とその貨物を輸送する船種を現状の輸送状況
をもとに対応づけ

貨物とその貨物を輸送する船種を現状の輸送状況
をもとに対応づけ

＜検討フロー＞

品目別海上貨物量

船種別貨物量

船種別必要貨物量

船種別必要船腹量

船種別年間運航回数

貨物と船種の対応づけ

一定規模の経済活動・国民生
活水準の係数の設定

船種別平均積載率

船種別平均船腹量

船種別年間必要隻数

船種別平均輸送日数

非常時等において維持すべき経済活動・国民生活
水準を決定し、当該水準の維持に必要な貨物量
推計のための係数を設定

非常時等において維持すべき経済活動・国民生活
水準を決定し、当該水準の維持に必要な貨物量
推計のための係数を設定

船種別平均積載率をもとに、船種別に必要となる
船腹量を推計

船種別平均積載率をもとに、船種別に必要となる
船腹量を推計

船種別必要船腹量を船種別平均船腹量で除すこと
により、海上貨物量を輸送する際に必要となる年
間あたりの運航回数を推計

船種別必要船腹量を船種別平均船腹量で除すこと
により、海上貨物量を輸送する際に必要となる年
間あたりの運航回数を推計

船種別平均輸送日数と船種別年間運航回数をもと
に、船種別必要貨物量を輸送する際に必要となる
船種別年間必要隻数を推計

船種別平均輸送日数と船種別年間運航回数をもと
に、船種別必要貨物量を輸送する際に必要となる
船種別年間必要隻数を推計

前提条件

①全て日本籍船で輸送しなければならない状態が１年続くことを想定
②①の状態において必要な一定規模の経済活動・国民生活水準を確保する上で必要な輸送力に対応するための日本籍船の必要規模を試算
③日本への輸入を対象
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③日本への輸入を対象
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以下のような指標を考慮した上で非常時等において確保すべき一定規模の経済活動・国民生活水準を設定する。以下のような指標を考慮した上で非常時等において確保すべき一定規模の経済活動・国民生活水準を設定する。
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